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第１ ５ １号平成３０年５月　会報シルバーたからづか

　
４
月
1
6
目
（
月
）
、
1
7
目
（
火
）
の
２

日
間
、
事
業
開
拓
委
員
お
よ
び
役
職
員

延
べ
1
0
ネ
が
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
逆
瀬
川
都
市
開

発
㈱
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ア
ピ

ア
士
の
２
階
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
て

入
会
案
内
及
び
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹

介
、
独
自
事
業
に
よ
る
手
芸
品
の
展
示

を
実
施
し
、
多
く
の
地
域
の
方
々
に
当

セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
を
身
近
に
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
。

▲ＰＲ活動の様子

安
全
委
員
会
だ
よ
り

●
２
月
～
３
月
の
事
故
内
容

損
害
・
傷
害
事
故
と
も
に
○
件
で
し
た
。

　
な
お
、
平
成
2
9
年
度
の
累
計
は
左
記

の
と
お
り
。

前

年

度

ｽL

29ｽﾞU

／

８
件
５
件

損
害

１
伴
１
件

傷

害

こ
れ
か
ら
も
事
故
の
無
い
よ
う
常
に
安

全
意
識
を
持
っ
て
就
業
し
ま
し
ょ
え

◆
高
齢
者
自
転
車
等
安
全

　
講
習
会

　
３
月
1
4
目
（
水
）
、
午
後
１
時
3
0
分

か
ら
３
時
ま
で
高
齢
者
自
転
車
等
安
全

講
習
会
が
当
セ
ン
タ
ー
３
防
人
会
議
室

に
て
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
2
3
半

が
受
講
し
、
安
全
に
関
す
る
意
識
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
兵
庫

支
部
岡
田
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
実

例
を
用
い
た
高
齢
者
が
運
転
す
る
際
の

注
意
点
な
ど
を
学
び
、
大
変
収
穫
の
多

い
講
習
会
で
あ
っ
た
。

◆
刈
払
機
取
扱
安
全
講
習
会

　
平
成
3
0
年
４
月
1
0
日
（
火
）
、
午
後

１
特
3
0
分
か
ら
３
時
3
0
分
ま
で
、
当

セ
ン
タ
ー
３
防
火
会
議
室
お
よ
び
武
庫

川
河
川
敷
に
お
い
て
、
㈱
日
光
製
作
所

竹
中
氏
を
講
師
に
迎
え
、
刈
払
機
取
扱

安
全
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
習
会
で

は
飛
散
抑
制
型
チ
ッ
プ
ソ
ー
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
都
市
公
園
及
び
河
川
敷
公

園
で
刈
払
機
を
使
用
す
る
会
員
2
4
名

が
受
講
し
た
。

▲刈払機の取扱い説明を受ける会員

講
習
会
等
報
告

◆
救
命
入
門
講
習
会

　
救
念
持
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
安

全
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
当

セ
ン
タ
ー
と
宝
塚
市
消
防
本
部
と
の
共

催
に
よ
る
救
命
入
門
講
習
会
が
、
３
月

９
目
（
全
）
、
午
前
1
0
持
か
ら
Ｈ
持
3
0

分
ま
で
、
宝
塚
市
消
防
本
部
会
議
室
に

て
行
わ
れ
、
シ
ル
バ
ー
会
員
4
0
名
が
参

加
し
た
。

　
講
習
会
は
当
セ
ン
タ
ー
本
本
事
務

局
長
と
宝
塚
市
消
防
長
石
橋
様
の
挨
拶

の
あ
と
、
救
命
救
急
士
の
方
か
ら
宝
塚

市
の
救
急
統
計
の
概
要
説
明
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
あ
と
、
実
際
の
救
念
持
の
対
応

方
法
の
説
明
が
あ
っ
た
。
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
持
聞
け
全
国
平
均
で
約

8
.
5
分
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
に
人

切
な
の
は
傷
病
者
の
心
肺
蘇
生
の
流
れ

を
覚
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
ず
倒
れ
て
い
る
方
を
発
見
し
た

ら
「
大
丈
夫
で
す
か
」
の
声
か
け
、
そ

の
後
大
声
で
応
援
を
呼
ぶ
、
１
１
９
番

通
報
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
依
頼
、
呼
吸
の
有
無
の

確
認
、
胸
骨
圧
迫
の
開
始
、
人
工
呼
吸

の
実
施
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
装
着
と
、
救
念
隊

に
引
き
継
ぐ
ま
で
に
や
る
べ
き
こ
と
の

説
明
が
人
形
等
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。
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